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1．　はじめに
　　1920年代のアメリカは，コンベヤー・システムの採用を中心とする産業
　合理化と，これにともなう機械化の促進，大規模な固定資本の更新，拡
　張1〕，さらには株式，社債による資本調連の促進等に特微づけられる，
　「繁栄の時代」といわれる。この時代の前半に，アメリカ会計士協会（当
．時American　Institute　ofAccountsと呼称）は資金計算書の利用を啓蒙
　した。けだし当時，協会は資金計算書の作成問題を頻繁に公認会計士試験
　問題に出題した！〕。そして∫0〃閉α1o∫んoo舳よαηcツは同誌上のStudents’
　Departmentをその解答と解説にあてた。
　　これら一連の啓蒙の当初1921年5月の公認会計士試験において，アメリ
フィニー（H.A. Finney)の資金計算書の理論 Page:1
無断転載禁止。　
カ会計二」二協会は，「’下．■の資ヰ；1・から，1920イーF12月311」のStatement　of　re－
sources　and　their　applicationを作成しなさいと，最初の3〕資金計算
1出1に峡1する問題を出題した。当時∫o〃閉α1o∫んoo伽オαηoツ言一占上のStuden－
ts’Departmentを担当していたフィニー（H．A．Finney）は，同言一占1921
年7月号に，非公式な解答を発表した41。かれがそこにおいて提示した，
statement　of　apP1ication　of　fundsが，アメリカにおいて文献的に最初
に資金計算苦として確立1されたものだといわれている5）。　そのごかれ
は，同，悲1923年12．月号拮〕（資金計算沓に対する会計人の関心を引き起すた
め7），1921年のみずからの解答に対する説削），1925年6月号呂〕（エスケ
レPaul・・Joseph　Esquerr60）論評里〕に応えて），それぞれ各号のStudent全
Departmentにおいて，計算・’・1の作成と解釈の詳細な見鮒を発表した。そ
れは当1］与会計人に「ひさしく欠けていた学問的1共1心academicinterest」
をひき起したとさえ評価されている1o〕。
　本小稿は，1920年代前半のフィニーの資金計算苫の一哩、考を｝心に考察し
そしてこの考察をとおして，資金計算一；＝の発展史におけるかれの意義をリ」
らかにしたい。
1）キWjl←・郎，r1蛸1・とアメリカ資木〕隻』昭不1126午，束洋経済新搬社刊，2頁。
2）L，S．Rosen　and　Don　T．DeCoster，“『Funds』Statement：A　Historical
pers－pective，”Accounting　Review，January，1969，p，／29．
3）Jack　J－Kempner，“The　Statement　of　ApP1ication　of　Funds　in　Modem
Corporate　Accounting　Practice，”（Disertation　of　The　Ohio　State　Uni－
vercity，1956），p．！7．
4）H．A．Finney，“So1ution　to　Institute　Examination，May，ユ921，”（Stu・
dents’Department）Journal　of　Accountancy，Julyユ921，PP．64－67．
5）染谷水次郎著『増補資金会計論」昭和48年，ll」央経済祉刊，41頁。
6）H－A，Finney，“Statement　of　ApP1ication　of　Funds．”（Students’De－
partment）Jour］］a1of　Accountancy，Dec．，1923，PP．460－472．
当時のStudent’s　Departmentが啓蒙の役割を充分に果しうるということは，
次のエスケレ（Pau1－Joseph　Esquerr6）の■「一焚によって町1碓であろ。すなわち
「この読者である会計学徒や研究者にとって，まさしくその解答が公式なものであ
　って，その解答の通りであると，信じて疑うものではなかった。」（Pau1－Joseph
　Esquerr6，“Resources　and　Their　App1ication，”　（Correspondence），
Joumal　of　Accountancy，May，1925，P．425．）
7）Jack　J．Kempner，oP．cit．，P．20．
8）H．A，Finney，“The　Statement　of　App1ication　of　Funds－A　Rep1y　t0
　Mr・Esquerr6。”（Students’Department）Jouma1of　A㏄ountancy，Jme
　1925，pp．497－511．
9）PauユーJosePh　Esquerr6，oP．cit．，PP．424－430．
lO）Jack　J．Kempner，op．cit一，P．18．
2．Statement　of　ApPlication　of　Fundsの概要
　フィニーは，会計人の資金計算書への関心を引き出すために1〕，一／時一
般に営業報缶書に掲載されていた比中交貸借対照表による分析の論；1平を行な
ったのち，資金計算書の有用性を言削」した2〕。
　　「比較貸借対照表は，当期の抑」首と〃」末の資座・負債・資本の在高
　と，それら期中の増減変化を拠示する。したがって，この計算沓は，
　当期の財政状態（financial　condition）の変化を監査人に捉示し，資
　産や負債の変化を論評する基礎資料を拠供する。」しかしながら，「比
　較貸倍対照表は，たんなる貸借対照表の■諦勘定科目の変化を捉ホする
　だけであって，たとえば1－1d定資産の総増減変化額や巡転資本の変化を
　捉示するようには，諸勘定科目を分獺’拠示しないのである。」　それ
　故，「資金計算｛1＝はこれら比校貨借対照表の言果腫を克服するために考
　案された。」（傍点注・Ll1村）
　つまり，比校貸借対照表は，たんに財政状態の変化を総体的に捉示する
だけであって，特定項目（逝転資本）の変化に関心を向けるようには企凶さ
れていないのである。しかも，貨借対照表は企業がそれらの変化によって
どのような影響を受けたかを示唆するには不適切である。それ故，かれは
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第ユ表㈲…資金計算蕃
　ユ920年ユ2月31目におわる年度
供給された資金：
　減価償却および貸倒引当金設定前の純利益より：
　　　　剰余金へ振替えた純利益　　　　　　　　＄
　　　　減価償却額加算：
　　　　　建物および機械……韮　10，000
　　　　　　工具………………　5，OOO
　　　　　　特許権・………一・…．．．＿2迎q
　　　　貸倒引当額加算・……一・
　　社債発行より：
　　　　額面金額・・・…
　　　　害1」弓1額控除・・……・…・一
　　投資株式の売却より…・・・・・…
　　機械の売却より：
　　　　原価・・一一・………・
　　　　減価償却弓1当金に借方言己入した差額控除
供給された資金の総額・一…・・…
上言己資金の運用先：
　　固定資産の購入へ1
　　　　建物一・・・・…
　　　　機械一・…
　　　　工具…一一・
　　配当金支払へ……’’’’
　　運転資本および繰延費用の増加へ（明細表参照）
運用した資金の総額…・・・…………
8，950
17，OOO
　．型　　鵠26．250
100，000
．aρ9P　　　98．000
　　　　　　　25．000
　7，O00
　1．000　　　　　　　　　6，000
妓155，250
55．000
17．000
2．000　　　　　　　　74，000
　　　　　　　ユ5，000
　　　　　　＿理。2型
　　　　　．＄155，250
※訳出は染谷恭次郎著「前掲書」44－45頁より。
第1表　1b〕…運転資本および繰延費用明細表
　！9！9年12月31日および1920年12月31日
流動資産1
　現金預金………
　受取勘定………
　原材料…・…・・
　仕掛品…・…
　製品・・…・…
　流動資産合計…
流動負債：
　支払勘定………
　支払手形………
　銀行借入金………
　流動負債合計…
運転資木・・…・1
運転資本の増加……
1919年
12月31日
＄　5，O00
　30，OO0
　12，OO0
　16．000
　21．000
　84，00g
　35．000
　25，O00
．一一．．20。哩
＿．二§0，90ρ
　　4，COO
1920年
12月31日
＄　1．800
　32，O00
　14．500
　17，500
　．19，Pqp
　84，800
10，O00
5，000
15，000
．一＿竈皇．週99
　　　運転資本
減少　　　増加
＄　3，200
　　　　　鵠　2，OO0
　　　　　　　2．500
　　　　　　　1，500
2，000
　65，800
．．＿＿τLPqq
25，O00
20．000
20，000
71，O00
繰延費用
　　　　　　　　1919年
　　　　　　　12月31日
販売員への前渡金…曲　　500
未経遇保険料・・…　　　　300
　　　　　　　　　　800
繰延費用の純増加…
1920年
12月31日
鴫　1．000
　　2巨ρ
ユ，塑ρ
減少　　　増加
　　　　　＄　　5C0
＄　　50
450
500　　　　　500
合　　　計
運転資本の増加…・
繰延費用の増加…・
　合計…・・
・＄　　65．800
　　　450
6軋．2巨P
フィニー（H.A. Finney)の資金計算書の理論 Page:3
無断転載禁止。　
資金計算’さ1二（第1表）を作成する必要があるというのである呂〕。この見解
に立って，かれは資金計算書を次のように説明する4〕。
　　「賞金計算沓は比較貸借対照表が常に提示する情報を分類するだけ
　でなく，その言及は貸借対照表以外に及ぷのである。そして，それは
　資産と負佳あ鹿2云垂花点由に関する若干なりとも詳細な執報を捉
　供する。」「資金計算書は獲得された養釜6汝哀とこれら畜毒6途油を
　捉示するために，比較貸借対照表とその他の資料を分析する方法であ
　る。」　（傍点注・1†1村）
　つまり，資金計算㍗は，比較貸借対照表と若干の損益資料（剰余金0）変
動に閑する資料）を甚礎に，資金の源泉と資金の迦用の計算書として作成
される。損益計算書が剰余金の変化を説明するのと同じ形で，資金計算苦
は〃政状態の変化原囚に閑する総体的分析にあてられる5〕。ただ注目すべ
きは・その」州月婆素として，円定資産と運妊資本の変化（特に流動性）の
影秤が重視されるということである。けだしこのことがかれの特徴ある資
金計算稗形式に結びつくからである。
｝）この啓一蓑の成果あって，1925年に∫o〃伽／0∫んω肋チα伽ツ言志1二において，
資．企計算評をめぐる短期間の論争が行なわれた。その発端は，エスケレがフイニ
ーの／921年の非公式の解答を批判したことにあった。その後，フリーマン（C．
F・Freeman・1O月号・Pp・305－311）バートレイ　（G．Bartle篶10月号，PP．’
311－313）とハンフリー（F－L　Hunphrey，ユ2月号，pp，464－469）がそれぞれ
所説を展開した。詳納は，州称「資金運用表に関する初期の論争」，「内鷺論叢」
第4号・／971年7月・大阪府立大学大学院経済学研究会刊，19－28頁，を参照。
2）H．A．Finney，Dec．，1923，P．460．
3）Jack　J．Kempner，op．cit．．P，20．
4）H．A．Finney，op．cit、，pp．460－461．
5）Jack　J．Kempner，op．cit．，P．20．
3．作成手順とその特徴
　前節の概要で閉らかなように，statement　of　applicat呈on　of　fmdsは
いわば資金の源泉と資金の迎用の一覧表である。したがつて，その作成に
あたって問題はそれらをどのように把握するかということにある。ここで
は，この閉題を念頭に，かれの計算書の作成手順とその特微を閉らかにし
たい。
　かれは計算書：の作成にさいし，次のように注口すべき内容をのべてい
る1〕。
　　「資金計算書は比校貸借対照表が提示する資産と負債の増減変化額
　を基礎に作成される：しかし，比校貸借対照表に表示されないで，
　そして，ど＾も与6台益ふ戸τ1浩され｛6カ；，とれ凶505養益カミ逃｛ぎ
　たれのか，という問題に対し，最初に亙要な問題を検討することなし
　に，・一・略・・…・これらの増減科目を資金計算1～｝に掲．1一することはで
　きない。……略・・・…しかるに，資金計算書を作成するには，貸倍対照
　表の諦勘定科目の増減を決定したのちに，ある修π三を行なつて，迦正
　な数位を算出する必要がある。」（傍点注・中村）
　上述のように，作成上ある修正手続が必要である。そのために，計算’一11＝
の作成そのものが複雑かつ困難なものになる。またこの瑚解なくして，計
算粁そのものの那解も困燃なものとなる。そこで，かれは，この問題を解
消すべく，＜ワーキング・ぺ一パー〉（第2表）の利用を最初に榊」，■1した呈〕。
かれの説閉によれば，＜ワーキング・ぺ一パー〉の作成すなわち計算一1＝の
作成は次の5段階に分けてなされる。
　11〕比絞貸借対照表を作成するために，期竹と期末の貨借対照表勘定科
　　目を最初の2欄に移記する。
　12〕貸借対照表勘定科目の増減変化額を算出し，次の2欄の純変動欄に
　　記入する。そのさい注意すべきは，借方には資産の増加と工て債資本の
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策2表　ワ　ーキ　ン　グ
現金預金受取勘定
工　　　　　目…・
特　許　権一社債発行割引・・一・
株式投資…販売員前渡金・…
未経過保険料…・
（2〕
貸借対照表
1919年
12月31日
・鵠　5．000
　30．000　12．000　／6．000
　21，O00　70，OO0　115，OOO
90，OOO
26．000
30，OOO
　25．000
　　500　　300
荘　440，800
　　負債資木支払勘定……一・…笹35，000支払手形…・…・・……　25，000
銀行借入金一・・………　20，000
ネ土　　　　　　　　イ責……………　　　200，O00
減価償却引当金・…・…・・・…　　20，OOO
貸倒引当金…・・・………　　1，200
建築積立金・………一　16，O00資本金・…一……100，OOO剰余金・……・・……23，600
　　　　　　　　　描　440，800
利益により供給された資金
　剰余金の増加……一・・…
　土地価格の評価増………
建築積立金へ貸方記入…
支払配当金・・…一…
　減価償却費…………
　建物機械………　工目・…．、．．．　特許権…・…・・貸倒引当金の増加………
配当支払に使用された資金…
機械売却によって得た資金…
1920年
12月31日
1．800
32．000
14，500
W，500
／9，OO0
100．000
170，000
100，000
23，OO0
28，OO0
2，O00
1，OO0
250
＄　509，050
＄　10，O00
　5，OOO
　300，O00
　29，OOO　／，500　20．000　100，O00
　4蔓ユ靱
＄　509，050
13〕 14〕
正昧変化
借方　　貸方
2．000
2．500
1，500
30，OO0
55，OOO
lO，000
2，OOO
500
25，OO0
20，OO0
20，000
＄　3，200
2，OOO
3，O00
2，O00
25，OOO
50
＄　　100．000
　9．000　　300　4，O00
　　　　　　ユ9，950
笹168，500＄168，500
・ぺ　　　一　　　パ　　　ー
（5〕　　　　16〕
修　　　．正
借方　　貸方
17〕 18〕
運転資本およ
び繰延費用
増加 減少
19〕　　　　（1⑭
資　　　金
使用　　源泉
＄　3，200
＄　2．000
　　2．500
　　1，500
2，000
鑓30，OOOB
｛＄1：1紺
5，OOOF
2，000G
55，OOO
／7，000
2，000
2，O00K
＄　25，000
500
50
離　25．000
　20．000　20，000翁2，000K　10，000E　韮1，OOOH
　　300J
　4，OOOC
韮　98，000
19，950A
30，000B
15，000D
19，950A
4，O00C
ユ5，OOOD
ユO，OOOE
5，000F
2，000G
　300J
6，000I
＄　　95，250　　蔀　　95，250
＄　71，500
　66，250
曲　71，500
15，000
26，250
6，000
　66，250
翁　155，250　　荘　／55，250
※訳出は染谷恭次郎著「前掲書』196－197頁より。
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　　減少を言己入する。貸方には資産の減少と負債資本の増加を言己入する。
（3〕実際の資金の動きを把握するために，ある種の修正を修正欄に行な
　　う。こ0）修正は次のように二区分される。ひとつは帳簿上の当期純利
　　益に減価償却額，貸倒引当額などをもどし加算する。いわゆる＜営業
　　活動から生じた資金〉を計算するための＜戻し力□減あるいは純利益修
　　正〉（法）である。他はr減価償却，償イ至11準備，評価損益，振替記入な
　　ど賞金の増減をともなわない変化」帥の＜除去計算＞である。実際には，
　　当初の仕訳の反対仕訳を修正欄に行なう。
　（4〕第2欄の純増滅額と第3欄の修正額を合算する。そして，流動資産
　　および流動負債に属する諸勘定科目を第4欄の迦転資本欄に，それ以
　　外の諦勘定科目を第5欄の資金欄に，それぞれの合算額を由．1己する。
　　前者は迩転資木明細表を形成し，後者は資金計算書を形成する。
　15〕第4欄の迎転資本が増加のときには，その増加額を第5欄の借方・
　　資金の迦用欄に彦言一する。その反対の君、麦少のときには，その君．戎少額を
　　第5欄0）借方，資金の源泉欄に移記す孔
　つまり，かれの特微は，第3段階の修正計算と第4・5段階の配1己・移
言己の手続と，それらを「り滑にするための＜ワーキング・ぺ一パー〉4〕の利
用にある。修正計算では非賞金取引の認識と戻し加う、喪法の有用性が工11肺
れた。特にかれはこの戻し加減法にかなり詳細な説閉を行なっている。け
だし，それは＜素人がこの瑚論を理解するのに困難である＞からだといわ
れていび。しかし，判甘巡行rllの冊定資産の池対的・柵対的増大と，滅
価償却批の収益チャージ項目としての会計処理の一般化が戻し力口減法の実
映的イ」一用性を向める背景にあることは注意されねばならないであろう。そ
して，棚’手続では逝転資本概念が強調され，移記手続では述転資本の」朽
滅が資金の迦用と源泉であるという特徴ある計算書の構造が顕現されてい
る。このような配記・移言己手続は，計算書におけるフロー概念とストック
概念との混在という．欠点を蕗呈しており，後におけるフィニーに対する批
判・改良の原因となった。
1）H．A．Finney，June，1925，p，499．
2）H．A．Finney．Dec．，1923，p．462．
3）染谷恭次郎著，前掲書，41頁。
4）染谷恭次郎教授はこのワーキング・ぺ一パーの欠点として，次の点を指摘され
る。すなわち「そのおもな欠点は資金の移動をともなわない取引の影響を除去す
るため反対仕訳言己入（reVerSing　entrieS）が行われることであり，これがワー
キング・ぺ一パーの機能を一般に理解せしめることを困難に．しているといわれて
いる。」そしてrこのようなフイネー氏のワーキング・ぺ一パーに対し，その重大
な改善の可能性を暗示したものは，バートレイ（Guy　Bartley）のそれであっ
た。」それは「フイネー氏のワーキング・ぺ一パーから運転資本欄を除去する可能
性を暗示し」さらには「資金の移動をともなわない取引の影響を除去するために
行われる反対記入を廃止する可能性を暗示したのである。」と指摘される（染谷恭
次郎著，前掲書，201，204頁。なおバートレイのワーキング・ぺ一パーは前掲論
文，その訳出は染谷恭次郎教授の前掲書202－203頁を参照のこと）。
5）H．A．Finney，June，1925，P．497．
6）戻し加減法にたいする説明はエスケレ（Pau1－JosephEsquerr6）の1914年の
τ加λ助”θ∂τ加0〃0∫λ㏄0砒肋∫，1914．にみることができる。かれはsta－
tement　of　resources　and　their　applicationを説閉するさい，「再投資され
た利益は損益計算書に計トされた企額ではなく実際に稼得された総利益tO1al
profitであることに注意して欲しい。」と指摘し，＜利益の再投資＞のもとで＜
引肖金目的への運用利益＞の名称で掲記している（pp．386－389）。そして，営業
椴告書では，1902年にユ・エス・スティール社の第1期に掲械された，“Summary
of　Financial　Operations　of　All　Properties、．．Showing　the　Net　Rsources
for　the　Years　and　Disposition　Thereof．”にみることができる，この計算書
は1903年に若干の修正がなされた。それはフイニーの計算書と類似したものだと
いわれている。　（L－S，Rosen　and　Don　T．Decoster，op．cit．，P．127．）
4．funds，resourcesとworking　capitalの概念関係
　　　と分析視角
前節にかれの特徴として指摘した作成手順14〕と15〕は，その後のかれの計
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算書に対する批判の主なる原囚となった。とくにそれは資金概念の理解に
影響を及ぼしたようである。ここでは，funds，resourcesとworking
capitalの概念関係と分析視角との関係を刎らかにし’たい。
　1921年の試験問魎がresourcesなる用言菖を使用したのに対し，フィニ
ーはfundsなる用言吾を便用した。ところで，19！4年と1925年の両年に
resourcesなる用語を使用したエスケレは，1925年に，フィニーのfunds
の使用に関し次のように批判した1〕。
　　「Students’Departmentの担当者が“funds”を使用してはいるが，
　このfundsが現金なのかそれとも資産資金なのかどちらとも言明し
　ていない。一方では，創造されたるfundsが資産の貝蒔入や配当金の
　支払いに運用されていることから，現金が問題になっている。他方で
　は，それが運転資本の増加に運用されていることから，資産資金が問
　題になっている。」
　このエスケレの批判に対し，フィニーは，fundsとresourcesは同義
語であって，それらをとり代えて使用してもさしつかえないと，次のよう
に釈明した2〕。
　　「fundsに関する批判はおそらくエスケレの批判のなかでも最も重
　要なものである。fundSは現金の意味に誤解されやすい。もしfundS
　が現金の意味に相当するならば，計算書は現金収支計算書と名称された
　であろう。fmdsは現金はもとよりそれ以外のものも意味するとの理
　由から，reSourCeSがそれに代えていっそう好ましいであろう。」
　しかし，なぜかれが試験問題のresourcesに代えてfundsを使用した
かは言明されていない。また仮にfundsをresourcesにとり代えたとし
ても，reSourCeSがnetreSOurCeSなのかそれともaH　reSourCeSなの
かどちらであるか言明されていない。コービン（n　A．Corbin）やケンプ
ナー（Jack　J・Kempner）が指摘するように，それは，彼の所説をとおし
て，al1fesOurcesだと解することができる3〕。ただフィニーは，funds，
resourcesとworki㎎capita1これら三つの概念に関し，次の点を明らか
にしている。すなわち，fundsとresourcesは現金よりも広い意味の概
念として同義語である。そして・workingcapita1は純流動資産（流動資
産マイナス流動負債）であり，その増減はfundsあるいはresourcesの
増減の一要因である。これらを要約すれば，funds＝resources奉working
capitalの概念関係式が成立する。
　さて上式のうちresources≒worki㎎capita14〕の関係式は，コール（W．
M．Cole）の貸借対照表分析にみることができる。かれは継続企業を現況
と変化の二側点から考察する必要性を主脹した。その結果，かれは貸借対
照表（現況分析）とWhere－9ot・where－9one表（変化原因分析）による
信用分析の体系を確立させた（流動性分析は考慮されなかつた）5〕。
　そして，funds＞worki㎎capitalの関係式はミッチェル　（T．W，
Mitche1l）の貸借対照表分析にみることができる。かれは，∫o〃伽1o∫
んco舳fα肌ツ誌1907年3月号で，「一一般産業会社を分析する場合に重要な
ポイントは運転資本利益率profit　on一．the　tumover　of　the　working
capitalおよび運転資木回車云度rapidity　of　tumoverである。」と，そ
の分析基準を設定し，進転資本の絶対的・相対的分析を試みた。たとえば，
かれは次のように分析している。
　　「“売掛金と受取手形”の期末残高のうち，そのかなりの部分が過
　去からの繰越分であるかもしれない。その場合，実際の迎転資本額は
　前記の計算額より少なくなるだろう。その結果，期問の回転数は小さ
　くなるだろう。」ωさらに「ユ904年には約670，000ドルの迦転資本が固定
　資本に転換された。次の1905年には杜債が発行され，このうちの670，
　000ドルが先の運転資本を補充しただけでなく，それ以上のユ，068，000
　ドルの運転資本が生じた。それ故，1906年には企業財産の改良や購入
　のための資金が不足した。これは資本資金（社債の発行・中村）を運
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　転資本に転換させたからである。」7〕
　そして，かれはこのような分析資料として，比較貸借対照表を基礎に
〈貸借対州表の変動表〉tabulation　of　changes　in　tha　ba1ance　sheetを
作成した。注目されるのは，その変動表において，＜purposes　ofexpen－
ditures〉と＜sources　of　funds〉が副題に使用されていることである。
しかしかれはfundS概念についてはなんら説明をなさなかった。
　つまり，フィニーの概念関係は，funds＝resourcesを媒体にして，コ
ールのresources≒workingcapitalの概念関係と，ミッチェルのfunds
＞working　capitalの概念関係を結合したものである。いいかえれば，か
れの分析方法は，コールの貸借対照表と資金計算書の関係による財政状態
の変化原凶の総体的分析思考に，ミッチェルの連桧資本の絶対的・相対的
分析思考を組み入れ，その結果流動性に重祝する財政状態の変化原凶の総
体的分析を意図したのである。ここにかれの分析の特徴をみることができ
る。
1）PauUosephEsquerr6，op，cit．，p．426．ところで，1912年1月のニューヨ
ーク会計上試験がすでにresourcesを使用して，1921年5月の会計⊥試験と同
類の問題を提出した。これに対し，エスケレは19！4年の前掲占1で，statement
of　resources　and　theirapp1icationを作成した。その後，かれは／925年の論
評のなかで，resourcesを使用し，その内容をwea1thにもとめている。この
ことが，エスケレのフイニーへの批判の背景になっている。
2）H．A．Finney，op，cit，pp．498－499．前述の1925年の短期1昌jの．冷争では，資
金概念に関し，バートレイのみがフイニーを支持した。
3）P．A．Corbin，“ProPqsals　for　Improving　Funds　Statement，”A㏄ou－
nting　Review，Ju1y，ユ961，P．399．Jack　J，Kempner，op．cit．，P．21．と
くにコービンはそれを具体的に全資座あるいは購買力概念だと説呪した。
4）これとは反対のfunds＝workingcapita1の概念関係に立って作成された資
金計算書として，1923年のブリス（J．H．B1iss）の資金計算書あるいはstate－
ment　of　change　in　financial　positionがある。それは経営管理のための資
料として作成された。けだし，かれによれば，最近とみに経営符理者manager
が会言トに閑心を示すようになったのにもかかわらず，公刊物は会計上の見地から
のものばかりであ孔それでは経営管理者には役立ちうるものがない。それ故，
かれは，経営管理者の見地から，著書を発表した。（Managenent　Through
Accounts，！924，序iii．）
5）コールの詳細は，拙稿「コール（W．M．Cole）の資金計算書の〃論」，n仮南
論集』第13巻第2号，を参照のこと。
6）T－W．Mitche1l，“Reviews＾of　Corporate　Reports．”二Journa－of　A㏄o一’■
untancy．March，1907，p．398．かれは同誌！906年ユO月号，ユ907年2月号，
！907年3月号，1907年6月号に，＜会計諸表の分析＞を行なった。かれはユ907年
3月号で，一般産業会社の会計諸表の分析は鉄遭会社のそれに比べて，分析基準
が確立されていないことと，情搬量が不足していることの理由から，それほど容
易ではないという。そこでかれは，当時一般産業会社の営業報告書のなかで最上
のものとして・International　Paper社の営業蝦告苫を対象とし牟。
5．分析視角と複会計式貸借対照表との関係
　これまでの考察に理解されるように，複会計式貨倍対照表の考え方がフ
イニーの計算書の考え方に脈絡と流れているのをみる。ここでは，分析祝
角と複会計式貰借対j附表との閑係を考察し，フイニーの資金計算讐の理解
を深めたい。
　イギリスにおいて，1840年代から60年代の鉄辿狂時代（Rai1way－mania）
における皮亙なる恐慌と不汎ののち1〕1867年の勅命鉄道委貝会の勧岱山＝に
立脚して1〕，翌年の1868年鉄辿事業舳1■」法（Regulation　ofRai1ways　Act，
ユ868）が個定された。この法蜆にもとづいて作成される貸イ痔対」旧表が複
会計式貨借対照表と呼称されているものである。それは，些約すれば，
＜固定資産＞とく固定負｛貞〉とを対照表ホし，両者の五額蜘≡5（のちに迦
車云資本とl1乎称される）を、氾載する資本勘定と，＜流動資産〉と＜資本勘定
残高〉および＜流動負仁1｛〉とを対照表示する二展査梧曲量表とに分割表示
する。その目的は，ハットフィールド（H．R．Hatfie1d）がこの分割表示
の起源を説明するなかにみることができる3）。
　　「この一凪変った配列の起源は，　そのような全社を取り締まってい
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　る法律が，資本勘定で受け取られた貨幣……喀……をもっぱら会社の
　機械設備への投資に向けることができる，と規定しているところにあ
　る。それで，この複会計制度の貸借対照表は，この要求がどの程度ま
　で満たされたかを示すことができるように作られている。」
　すなわち，当時の経済事情をかんがみて（注1・参照），それは，「特に
固定資産とその調達財源とを対照表示せしめ，資本の食い潰しを防止する
ことを主要な目的とし，兼て鉄道会社への投資家及び一般公衆が鉄道会社
のバランス・シートを概勧することにより，その財政状態あ娃全佳の程度
を理解し得る」ω，ための判断資料として考察されたのである。
　さてアメリカでは，この複会計式貸借対照表はこの国特有の流動比率
（流動資産対流動負債）による信用分析と結びついて，企業資本を固定部
分と流動部分とに分割すること，そしてその流動部分を重視することの普
及化に影響を与え，とくにその影響は運転資本概念の普及化に顕現した。
たとえば，フイニーは1923年に「債務返済能カの測定について流動比率を
’説明する個所で」，次のように述べている5㌧
　「運転資本は流動資産が流動負債を超過する金額であり，それをとくに
強調するためには貸借対照表を複会計様式に示せばよい。」
　フイニーのこの考え方が「結局かれの資金計算書に結びついていく」ωわ
けであるが，すでに明らかにしたように，かれは運転資本に重視した固定
資産との相対的分析を指向した。かれが運転資本に重視したという事実は
1921年のワルトン（Seymour　WaltOn）との共著，”α肋刎〃6∫o∫ん60伽
脇gα〃∂ハηα肌2．のなかで，「tumoVerを計算するための良き基準は企業
の運転資本である。」ηと，指摘していることにもみられる。このように，
かれが流動性とりわけ運転資本に重視した要因として，次の点が指摘され
よ㌔すなわち，カ〃閉ol　oブんω伽fαηcツ　誌上Students’Department
の前任執筆者であった，ワルトンカ｛1914年に，「運転資本の犠牲のうえに
固定資産の拡大がある。」との理由から，流動性に重視する必要がある，
第　3　表
比較複会計式　　　　　　　　　と貸借対照表
フイニーの
資金計算書
（固定部分）　　　　　　　　　　　　資金計算書
固定 増減 　｛増固疋 減 資金の源泉
資産 資金の運用
一　I　I　■．　’　． ‘
1運転黄本j 負債 ｝＾，一■，（運転資本
， 一 ■1 ■　　　　■
1　　一 一　　1
．　1　■　　　1 ■1　l　，　　 l　l l　1　 　　　　　　－　　1　　’
1（流動部分）；1 ；　　　　　　　　運転資本明細表
I
流動
樋転資本〕’　■　■　■　1　1　一
1 流動資産 増 減
流動
資産 負債 流動負債
という見解を発表し呂〕，ラフ（Wi11iam　H．Lough）もまた1920年にこの見
解を支持した帥。特にラフは次の事実を掲記している。すなわち，商業興
信所（the　Mercanti1e　Agendes）の調査によれば，アメリカにおけるこ
れまでの法的破産のほぼ3分1以上の原因が「資本の欠乏」特に運転資本
の欠乏にあると加〕。
　それ故，フイニーは，第2節で述べたように，比較貸借対照表分析を，
運転資本の絶対的分析と，固定資産との相対的分析の両方を可能なものに
改良するために，企業資本を固定部分と流動部分に分割表示し，財政状態
の健全性を表示しようとした複会計式貸借対照表を利用した。このことは
かれが示した＜ワーキング・ぺ一パー〉の作成手順14〕の配記手続に具体的
に現われている。けだし，それは実質的には修正後の貸借対照表を流動部
分と固定部分とに分割することを意味している。これらを明らかにするた
めに，第3表は比較複会計式貸借対照表（アメリカの形式のもの）とかれ
の計算書・明細表との構造の関係図を示したものである。
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ユ）当時，とくに遇11彗競争にあった鉄遣会社は，　r何等原価計算的基礎もなしに無
謀な低運賃政策と，株価総持のため・の資産の水割評価を基礎とした配当政策（即
　ち蛸配当）を濫用し，その累積的な結果がついに爆発して鉄道株の暴落と鉄道会
社の相次ぐ破綻を煮記させるに至ったのである。」その結果，政府当局は，それら
：を規制し，事業財政の健全化を計る目灼をもって，制定した（黒沢清著，「貸借
対照表論』，昭和23年，東洋書館刊，35頁。）
2）上村久雄著，「複会計制度への一省察」，「会計」1959年3月号，79－1O1頁。教
授は複会計制の背景として，株主，社債権者の質的変遷を指摘される。すなわち
両者ともに恒久的投資家たる性格のものとなり，企業資本の固定化と相挨ったも
　のとなった。
3）H，R．Hatfie1d，Modern　A㏄ounting，1919，p．49．松尾憲橘訳，『近代会
計学」1971年，雄松堂書店刊，46頁。
4）黒沢清著，前掲書，35－36頁。
5）6）楠野郁太著，『財務諸表論研究」昭和50年，中央経済社刊，252頁。
7）Seymour　Walton　and　H－A．Finney，Mathmatics　of　Accounting　and
　Finance．！921，p．85．
8）Seymour　Wa1ton，“Students’Department，”Journa1of　A㏄ountancy，
　March．19！4，p．23ユ．
g）／o）Wi1liam　H．Lough，Business・Finance，A　Practical　Study　of　Fina－
　ncia工Management　in　Private　Business　Concerns．／920，（1917），p，567．
6．　お　わ　り　に
　以上の考察から明らかなように，フイニーの計算沓の理論の特徴は次の
三点に代表されるであろう。まず11〕比校貨借対照表による浪然とした財政
状態の変化原因分析を改良し，連転資本すなわち流動性に重視した財政状
態の変化原困分析にある。そして（2〕その分析資料として作成された，迦転
資本の増加と減少が資金（reSOurCeS概念）の迦用と源泉の一婁素として
示される源泉＝迩用の貸借均衡式による資金計算省：と，これと一体的に捉
示される運転資本明細表にある。さらに13にれら両計算書の作成手続とし
ての修正計算・配記手続・移記手続であり，それらの操作を円滑にするた
めのワーキング・ぺ一パーの使用にある。
　これら諸特徴はその後の資金計算書の発展に多大なる影響を及ぼした。
たとえば，特徴11〕は貸倍対照表の特定項目すなわち運転資本項目に重視す
ること，いいかえれば1925年以降の運転資本資金計算書の確立と普及の端
緒になつた。そして特側2〕はフ1］一概念とストック概念の混在すなわち資
金概念の暖昧性という計算書の構造の欠点を露呈したことにより，資金概
念の純化と計算書の構造の改良に対する努プJのインパクトになった。さら
に特徴13〕は資金取引と非資金取引の区分認識の必要性とその再検討と，運
紘資本概念にかかわる見越・繰延項目に代表される発生上義的思考の認識
を促した，等にみることができる。
　最後に，これら諸特微と諸影響がフイニーのstatement　Ofapp1ication
of　fundsをしてアメリカにおける文■榊勺に最初に資金計算書として確立
されたものであるといわれるゆえんである。それは，貸借対照表の動態的
・資金的分析の観点から，それまでの流動比率，ミッチェル・コールの貸
借対照表分析さらにはワルトンの比較貸借対照表の改良に代表される債務
返済能力の分析の再検討の成果であり，いわば総括的なものといえるであ
ろう。
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無断転載禁止。　
